
１６．遠隔講義システムを活用した医薬品情報システムの構築
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要約
１．目的
  学生が医薬品情報を適切に扱えるように、薬剤師のためのe-ラーニング「副作用診断教育プログラム」を学生時代から使用できる環境を構築する。
２．活動内容
「副作用診断教育プログラム」の基盤は本事業開始前に構築されたものであるため、遠隔講義システムに格納することができなかった。そこで、薬剤師のためのe-ラーニング「副作用診断教育プログラム」を改変して講義や授業時間外学習において積極的に活用できるようにし、学生時代から高度な臨床能力が培えるようにした。
３．成果
  本事業に参加する各大学薬学部では、煩雑な申し込み手続きをすることなく、「副作用診断教育プログラム」を講義や授業時間外学習で活用できるようになった。平成27年度からは、「副作用診断教育プログラム」を学生のアクティブラーニング（反転授業）に用い、自己学習したことを互いに教えあうようにしたところ、学生は積極的に授業に参加し、学生の授業態度に変化がみられた。
４．今後の予定
  「副作用診断教育プログラム」を講義や授業時間外学習で活用することを推進していく。
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１．目的
  学生が医薬品情報を適切に扱えるように、生涯学習のためのe-ラーニング「副作用診断教育プログラム」を学生時代から使用できる環境を構築する

２．活動内容
「副作用診断教育プログラム」の基盤は本事業開始前に構築されたものであるため、遠隔講義システムに格納することができなかった。そこで、薬剤師のためのe-ラーニング「副作用診断教育プログラム」を改変して講義や授業時間外学習において積極的に活用できるようにし、学生時代から高度な臨床能力が培えるようにした。

３．成果
  本事業に参加する各大学薬学部では、煩雑な申し込み手続きをすることなく（薬剤師の受講申し込みで要求される薬剤師番号などの詳細情報の入力をすることなく）、「副作用診断教育プログラム」を講義や授業時間外学習で活用できるようになった。平成27年度からは、「副作用診断教育プログラム」を学生のアクティブラーニング（反転授業）に用い、自己学習したことを互いに教えあうようにしたところ、学生は積極的に授業に参加し、学生の授業態度に変化がみられた。
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４．今後の予定
  「副作用診断教育プログラム」を講義や授業時間外学習で活用することを推進していく。
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